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県労連退職手当交渉大綱妥結
支給水準引き下げの経過措置、新再任用制度構築で独自性発揮

「職員全体のモチベーション」への配慮については、次期確定交渉にむけて話し合っていく
県労連は1月23日、確定闘争の一環として、退職手当についての最終交渉を設定し、５回の幹事団交渉と三役交渉の結果、23日午後11時57分、次の点を総合的に評価して大綱妥結しました。
本年3月退職者の調整率削減を圧縮
～退職手当～
第５回幹事団交渉で、労務統括官は、３月１日からの退職手当の削減に理解を求めつつ、「経過措置の工夫で今年度退職者の対応をできないか検討している。」として、その後の三役交渉で、全ての退職者を対象に調整率を次のとおりとすることが提案されました。

県労連としては、他の課題も含めた総合的な判断として、構成５単組の批准をもって妥結しました。
	期　間
	調整率

	現行
	104/100

	2013年3月1日～2013年3月31日
	100/100

	2013年4月1日～2013年9月30日
	98/100

	2013年10月1日～2014年6月30日
	92/100

	2014年7月1日以降
	87/100


　なお、自己都合により退職することは職員の権利ですが、その後の再任用の希望に関する取扱いについては、早急に交渉を設定します。
次期確定交渉に向け労使で交渉・協議
～職員全体のモチベーション維持～
県労連幹事団から「現在働いている職員のモチベーションを確保するためにどういうことができるのか示すべき。」と追及し、次期確定交渉に向けて話し合っていくこととしました。

職員の退職後の生活設計にも配慮した新再任用制度の構築を確認
～雇用と年金の接続について～
　労務統括官は、「雇用と年金の接続について、新たな再任用制度は法律事項だが、国の整備が遅れている。平成26(2014)年度からは無年金期間が生じるので、国の動向をふまえつつ制度化が遅れる場合には、現行の再任用制度の活用などにより、年金との接続していくことを含め、今後話し合っていきたい。」と回答。今年秋の平成26度再任用職員募集開始に間に合うように、退職後の生活が成り立つような制度設計について、交渉・協議を行うことを確認しました。

「国に遅れることなく」制度を策定
～早期退職制度について～
　定年前早期退職特例制度の拡充については、現段階では国の大枠が示されたのみで、詳細は明らかになっていません。退職に係る制度は従来から国に準じた制度としており、国の動向をふまえながら、国に遅れることなく、制度化に向けて話し合っていくこととしました。



県労連は1月23日15時00分から退職手当見直しのための第4回幹事団交渉を行いました。冒頭、芹沢議長は「他県の退職手当制度にともなう混乱について報道されている。神奈川では県当局と県労連の隔たりは依然として大きいが、今日がギリギリの日程と承知している。職員のモチベーションに大きくかかわる課題であるので、ぜひ前向きな回答をいただきたい」と述べました。園部事務局長代行は、①職員の退職後の生活設計に配慮した雇用と年金の接続、②早期退職制度、③退職手当の見直し（退職手当総額、実施時期、経過措置）などについて、これまでの交渉経過をふまえた現段階での回答を求めました。
これに対して、石塚労務統括官は、
①雇用と年金の接続について、新たな再任用制度は法律事項だが、国の整備が遅れている。平成26(2014)年度からは無年金期間が生じるので、国の動向をふまえつつ制度化が遅れる場合には、現行の再任用制度の活用などにより、年金との接続していくことを含め、今後話し合っていきたい。
②定年前早期退職特例制度の拡充について、現段階では国の大枠が示されたのみで、詳細は明らかになっていない。退職手当制度は従来から国に準じた制度としているので、国の動向をふまえながら、国に遅れることなく、制度化にむけて話し合っていきたい。

③退職手当見直しの実施時期は、国が1月1日実施なので、3月1日より実施したい。緊急財政対策で人件費抑制を行うなかで、4月1日実施では県民の理解が得られない。「駆け込み退職」については、職場の職員に負担がかかること、県民サービスに影響が出ることなどをよく考えていただきたい。任命権者は慰留することになる。しかし退職するなと強要することはできない。退職による欠員が出た場合は、任命権者として最大限努力していきたい。
　これを受けて県労連幹事団は、①雇用と年金の接続、②早期退職制度については、当局提案を受けとめて整理に入ることを確認しました。しかし、③退職手当の見直しについては、「3月31日に定年退職日を迎える組合員は、退職時期について悩んでいる。定年退職は祝福されるべきである。長年働いてきた方にこのような思いをさせてはいけない」「子どもたちのために退職手当を減額されても最後まで働くという決意のある教職員や、重い気持ちをもちながら2月28日までに退職していく教職員を放置してはいけない。施行日の再検討あるいは納得できる措置を求める」「神奈川で働いてよかったと思えるようなメッセージを出すべき。大枠は国の制度でも何かできるはず」「若手層が組織のあり方について幻滅させられる。希望の持てる対応を」「労使で労働条件をつくっていくことが必要」「踏み絵を踏ませるような実施時期は再検討すべき」「制度の不備を解消するためには条例改正も含めた抜本的な制度改革が必要である。今労使交渉でできることはあるはず」などきびしく追及しました。芹沢議長は、「3月1日実施の提案について、このままでは納得できない。職場が混乱する。なぜ4月1日実施ができないのか。3月1日実施ならば、課題解決のためにどういうことができるのか。決断してほしい」と迫りました。これに対して、石塚労務統括官は、「大変きびしい状況であるが、県民への説明責任などからできることは限られてくる。ただこれまで交渉を積み重ねてきたので、限りはあるが何ができるか考えさせてほしい。努力したい」と受けとめ、交渉を終えました。
　19時30分から第5回幹事団交渉を行い、芹沢議長が①雇用と年金の接続、②早期退職制度について、県労連として整理したことを確認しました。
　石塚労務統括官は、「③退職手当の見直しについては、実施時期、完成年度の変更はできない。今年度の退職者について何ができるか検討中」と述べたことから、県労連幹事団は「今年度の退職者のみの配慮だけではない。現在働いている職員のモチベーションを確保するためにどういうことができるのか示すべき」「途中で退職する人は、それを望んでいるのではない。最後まで働きたいのだ」「組合員の期待に応える回答を求める」「職員が納得できる内容を」などとさらにきびしく追及しました。
園部事務局長代行は、「今の段階でどういう手法が考えられるのか明らかにしてほしい。普通に定年退職していく職員への配慮をどうしていくのか」と回答を求め、石塚労務統括官は、「3月1日実施はご理解いただきたい。経過措置の工夫で今年度退職者の対応をできないか検討している」と回答しました。芹沢議長は、「経過措置は今年度退職者のみにかかるものである。全体にかかわる制度であるということを視野に入れて、全体のモチベーションを考えてほしい」と述べ、園部事務局長代行が、「全体のモチベーションへの配慮の例として、県労連がこれまで主張してきた子育て支援の視点から何か改善がはかれないか」という提案を行いました。
21時30分、幹事団交渉を再開し、総合的な判断に入るため具体的な内容について、三役交渉に入ることを確認しました。

　21時35分から始まった三役交渉では、
1 経過措置について、2013年3月1日から3月31日までの調整率を「100/100」、2013年4月1日から9月30日までを「98/100」、2013年10月１日から2014年６月30日までを「92/100」と４段階にすること。
2 全体のモチベーションへの配慮については、次期確定交渉にむけて話し合っていくこと。
　などが提案され、県労連幹事会は、今期交渉の到達点と判断し、５単組の機関批准にかけました。すべての単組の批准結果をもって、23時40分、幹事会は妥結を確認、引き続く幹事団交渉で23時57分、県当局と妥結を行いました。



本庁暖房の運転時間が変わります
　自治労県職労が、基本要求交渉で問題にしていた、暖房の運転について、下記のように、試験運転することになりました。

　これは、どの程度コスト増になるかの、データを取るためです。
　　　実施日：１月２５日～２・３日の間

　　　運転時間：８：３０～１１：００

　　　　　　　　１５：００～１７：００

　自治労県職労は、これからもさらなる改善を求めていきます。




































決着メモ


○退職手当のいわゆる調整率については、100分の87とし、平成25年３月１日から全ての職員に適用する措置を講ずる。ただし、平成25年３月１日から平成25年３月31日までの間は、100分の100、平成25年４月１日から平成25年９月30日までの間は、100分の98、平成25年10月１日から平成26年６月30日までの間は、100分の92とする経過措置を講ずる。





退職手当交渉経過





※国の早期退職制度（今後、政令で定める）


　○対象年齢の引下げ


定年前10年　→　定年前15年


　○割増率の変更


定年前１年につき一律２％割増（最大20％）


→定年前１年につき３％を上限とした割増。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































